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大径材に対応する製材機械等の導入ほか

林業成長産業化地域創出モデル事業※1

1億1722万円

な
業

林業成長産業化
地域に

 増額補正

一般会計予算 一般会計総額
38億

2696万円

スキー場管理棟工事に「
建具工事」と

「備品購入」を追加

町営スキー場施設管理事
業

1496万円

氷ノ山スキー場管理棟工
事現場

導入予定の若桜木材協同組合

千代川流域地域の森林資源を循環利用し、
地元に利益が還元され、地域の活性化に取
り組む地域を優先的に支援される。

※1

林野庁が
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国際交流事業

157万円
平昌郡交流イヒョソク祭参加事業補助金

主 
事 

公民館備品購入・集落応援補助金

コミュニティー助成事業

210万円

備品購入予定の中原公民館町道新設改良事業

▲2430万円

事業延期された吉川村中2号線

1億4260 万円 
平成30年度　

注目事業は

これだ！
作家イヒョソク氏の代表作「蕎麦の花咲く頃」の背景地

６ 月 定 例 会
（平成30年6月19日～22日）
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審議結果一目でわかる

専
決
処
分
の
承
認

平成29年度若桜町一般会計補正予算（第7号） 承認19万円追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、34億9506万円とした。
若桜町税条例等の一部改正について 承認地方税法の一部を改正する法律等が公布されたことに伴い、条例等の一部を改正するもの。
若桜町国民健康保険税条例の一部改正について 承認地方税法施行令の一部を改正する法律等が公布されたことに伴い、条例の一部を改正するもの。

補
正
予
算

平成30年度若桜町一般会計補正予算（第2号） 可決780万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、36億8436万円とした。
平成30年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決130万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、1億9823万円とした。

そ
　
の
　
他

工事請負契約の締結について
可決工　事　名　わかさ氷ノ山スキー場管理棟等改築工事

契約の相手方　こおげ建設株式会社
契 約 金 額　金1億5411万6000円
損害賠償の額を定めることについて 可決公用車が、対向車とすれ違いのため停車の際接触され、双方の車両が損傷したもの。
損害賠償の額を定めることについて 可決民間の車両が、水路の老朽化により、がたついたグレーチングを跳ね上げ、その車両が損傷したもの。
若桜町固定資産評価員の選任について 同意若桜町固定資産評価員に、前田弥生さんを選任するもの。

補
　
正
　
予
　
算

平成30年度若桜町一般会計補正予算（第3号） 可決1億4260万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、38億2696万円とした。
平成30年度若桜町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決歳入予算の款項の区分等を補正するもの。
平成30年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） 可決37万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、1億9860万円とした。
平成30年度若桜町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決3752万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、1億8939万円とした。
平成30年度若桜町農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 可決3590万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、8330万円とした。
平成30年度若桜町索道事業特別会計補正予算（第1号） 可決617万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、2772万円とした。

条
　
　
例

若桜町エゴマ搾油加工施設の設置及び管理に関する条例の制定について
可決エゴマを奨励作物として推進し、生産拡大と加工品の販売を進めるため条例を制定し、その設置と管理

について定めるもの。
若桜町税条例の一部改正について 可決控除対象特定非営利活動法人を追加して定めるため、条例の一部改正を行うもの。
過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について 可決過疎地域自立促進特別措置法等の一部改正に伴い、条例の一部改正を行うもの。

そ
の
他

若桜町過疎地域自立促進計画の変更について 可決事業に必要とする経費の財源に過疎債を充てるため、若桜町過疎地域自立促進計画の追加をするもの。

請
願
・
陳
情

核兵器禁止条約の日本政府署名、批准を求める意見書採択についての請願 委員会審査結果

不採択 不採択日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名・批准することを求めるもの。
教職員定数改善をはかるための、2019年度政府予算に係る意見書採択
の陳情書

委員会審査結果

採　択 採択
計画的な教員の定数改善をはかるためのもの。
義務教育費国庫負担制度2分の１復元をはかるための、2019年度政府
予算に係る意見書採択の陳情書

委員会審査結果

採　択 採択
教育の機会均等と水準の維持向上をはかるためのもの。

６ 月 定 例 会

５月臨時議会 ５月25日
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請
願
・
陳
情

臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書 委員会審査結果

趣旨採択 趣旨採択臓器移植の環境整備を求めるもの。
地方財政の充実・強化を求める陳情 委員会審査結果

採　択 採択財源需要を的確に把握し、地方財政の確立を目指すもの。

議
員
提
出
議
案

地方財政の充実・強化を求める意見書 可決
教職員定数改善をはかるための、2019年度政府予算に係る意見書 可決
義務教育費国庫負担制度2分の１復元をはかるための、2019年度政府予算に係る意見書 可決
2025年国際博覧会の誘致に関する決議 可決大阪・関西における国際博覧会の誘致活動を支援し、協力するもの。

氏　　　　名

梶
原
　
　
明

君
野
　
弘
明

青
木
　
一
憲

山
根
　
政
彦

山
本
　
安
雄

小
林
　
　
誠

山
本
　
晴
隆

中
尾
　
理
明

前
住
　
孝
行

結
　
　
　
果

核兵器禁止条約の日本政府署名、批准を求める
意見書採択についての請願 × × × × × × × ○ × 不採択

氏　　　　名

梶
原
　
　
明

君
野
　
弘
明

青
木
　
一
憲

山
根
　
政
彦

山
本
　
安
雄

小
林
　
　
誠

山
本
　
晴
隆

中
尾
　
理
明

前
住
　
孝
行

結
　
　
　
果

2025年国際博覧会の誘致に関する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 採択

賛否の分かれた議案
請願

議員提出議案

 原案反対　中尾理明議員
　万博誘致にもＩＲ誘致にも府民合意がありま
せん。地元住民である府民合意のないという事
に対して、住民合意を格別重視すべき議員とし
て反対です。

 原案賛成　前住孝行議員
　日本万国博覧会の誘致が成功することは、イン
バウンドによる経済波及効果に期待ができ、受け
入れ態勢整備にも参考になることは間違いなく、
本町にとっても有利なこととなると考えます。

 原案反対　前住孝行議員
　核兵器が一刻も早くなくなることを祈るもの
としては、賛同するものであります。しかしな
がら、もうすでに国連会議の場で採択されてお
り、この条約に沿って行動がなされると考えま
す。改めて意見書を出す必要はないと考えます。

 原案賛成　中尾理明議員
　日本政府が、速やかに核兵器禁止条約に署名・
批准することが緊急に求められています。こうす
ることで世界各国の態度も変え、文字通り、この
条約の批准への促進につながり、核兵器禁止条約
の発効が実るものと確信するためです。

討論

平成30年度の自治功労者表彰
　町村議会議員として15年以上在職し功労のあった者として、全国町村議会議
長会表彰を受けることが出来ました。これもひとえに住民の方々のご指導、ご
支援のお蔭であります。これから先におきましても議員として驕ることなく、
住民の福祉向上のため頑張ってまいります。引き続きのご指導御鞭撻を宜しく
お願いします。 記 川上　守
　（同時に、上川裕見子前議員も表彰されました。）

わかさ議会だより　No164　平成30年８月
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詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

中尾　理明 議員
山根　政彦 議員
君野　弘明 議員
梶原　　明 議員
前住　孝行 議員

質 

問 

者
　６月議会定例会の一般質問は、６月20日に行われ、５人
の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長と教育長の答弁は、質問した議員が要約
して掲載しています。

Q　

米
軍
機
の
飛
行
が
相

次
ぎ
、
観
光
客
の
方
々
が

び
っ
く
り
さ
れ
て
い
る
光

景
が
目
に
入
り
、
怒
り
が

込
み
上
げ
ま
し
た
。
平
成

29
年
１
月
か
ら
平
成
30
年

６
月
ま
で
の
目
撃
、
苦
情

等
の
件
数
と
、
回
答
状
況

を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
平
成
29
年

は
４
月
に
未
確
認
機
が
１

回
２
機
、
８
月
に
米
軍
機

が
２
回
２
機
、
11
月
に
自

衛
隊
輸
送
機
が
２
回
２
機
。

ま
た
、
平
成
30
年
は
３
月

に
未
確
認
機
が
４
回
６
機
、

４
月
に
未
確
認
機
が
３
回

５
機
、
６
月
に
自
衛
隊
輸

送
機
が
１
回
２
機
、
合
わ

せ
て
13
回
19
機
の
飛
行
を

確
認
し
、
苦
情
は
受
け
て

い
ま
せ
ん
。
機
会
を
捉
え

県
へ
要
望
し
、
県
か
ら
防

衛
省
へ
要
望
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

Q　

吉
川
方
向
の
飛
行
が

多
く
、
航
空
自
衛
隊
美
保

基
地
な
ど
へ
の
確
認
を
要

請
し
て
い
ま
す
。
回
答
状

況
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
総
務
課
を

通
じ
て
確
認
の
要
請
を
行

い
、
中
型
輸
送
機
の
２
輸

送
機
だ
と
美
保
防
衛
事
務

所
か
ら
回
答
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
米
軍
機
同

様
、
中
止
を
粘
り
強
く
要

望
し
ま
す
。

低空飛行問題

中
止
を
粘
り
強
く
要
望
す
る

米
軍
機
・
自
衛
隊
機
の
低
空

飛
行
に
怒
り

就学援助制度

所
要
の
改
正
を

検
討
し
た
い

準
備
金
を
前
倒

し
支
給
し
て
は

中尾　理明 議員

Q　

文
科
省
は
、
要
保
護

世
帯
に
新
入
学
児
童
生
徒

学
用
品
等
入
学
準
備
金
の

前
倒
し
支
給
を
県
に
対
し

て
通
知
し
て
い
ま
す
。
町

で
も
速
や
か
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
が
、
教
育
長
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
教
育
長
）
対
象
と

な
る
要
保
護
者
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
、
町
民

福
祉
課
と
連
携
を
し
な
が

ら
、
平
成
31
年
度
か
ら
就

学
前
の
支
給
が
で
き
る
よ

う
、
所
要
の
改
正
を
検
討

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国民健康保険

据
え
置
く

国
保
税
率
は

Q　

４
月
末
の
若
桜
町
国

保
運
営
協
議
会
で
、
平
成

30
年
度
の
国
保
税
率
は
現

行
税
率
で
据
え
置
く
と
さ

れ
ま
し
た
。
経
緯
を
伺
い

ま
す
。

A　
（
町
長
）
近
隣
自
治

体
と
の
均
衡
も
考
え
、
据

え
置
く
こ
と
が
適
当
で
あ

る
旨
の
答
申
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
答
申
を
最

大
限
尊
重
し
、
据
え
置
く

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

Q　

国
は
平
成
35
年
ま
で
、

激
変
緩
和
を
講
じ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
町
と
し

て
、
そ
の
措
置
が
確
実
に

実
行
さ
れ
る
よ
う
、
県
要

望
の
重
点
項
目
と
し
て
掲

げ
、
要
請
を
継
続
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
長
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
激
変
緩
和

措
置
の
期
間
は
本
年
度
か

ら
６
年
間
で
、
本
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
「
鳥
取
県

国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
」
に
も
明
記
さ
れ
て
お

り
、
国
か
ら
の
交
付
金
を

も
と
に
特
例
基
金
の
積
み

立
て
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

適
正
に
履
行
さ
れ
て
い

く
と
考
え
て
お
り
、
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
は
、
県

に
対
し
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

わかさ議会だより　No164　平成30年８月
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Q　

町
長
が
思
い
描
い
て

い
る
駅
周
辺
整
備
と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
駅
を
核
に

駅
構
内
で
く
つ
ろ
げ
る
ス

ペ
ー
ス
や
、
子
ど
も
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
施
設
、

ジ
ビ
エ
や
吉
川
豚
な
ど
地

元
食
材
が
食
べ
ら
れ
る
施

設
、
お
土
産
が
買
え
る
施

設
な
ど
今
後
数
年
か
け
て

整
備
を
し
て
い
く
こ
と
で

住
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
客

の
流
れ
を
つ
く
り
、
具
体

策
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

意
見
や
若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま

ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
意
見
な
ど
を
参

考
に
し
て
創
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

氷
ノ
山
へ
の
年
間
を

通
じ
て
の
集
客
を
図
る
た

め
、
リ
ゾ
ー
ト
の
充
実
を

選
挙
公
約
に
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
充
実
を
図
る

の
か
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
ス
キ
ー
客
へ

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
、
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
食
の
提
供
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー

カ
ー
「
モ
ン
ベ
ル
」
と
連
携

し
な
が
ら
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー

の
商
品
開
発
な
ど
考
え
て

い
ま
す
が
、
具
体
策
に
つ

い
て
は
、
氷
ノ
山
あ
り
方

検
討
会
な
ど
の
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の

取
り
組
み
は
、
受
け
入
れ

る
関
係
者
や
地
域
と
十
分

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
所
見
を
伺

い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
１
市
６
町

と
連
携
を
図
り
、
さ
ら
に

関
係
者
や
地
域
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
受
け
地
の

整
備
を
し
、
旅
行
商
品
と

し
て
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
な
ど
の
若
い
力
を
借
り
、

夏
大
根
な
ど
の
高
原
野
菜

の
復
活
を
し
て
は
と
思
う

が
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
色
々
な
課

題
は
あ
る
が
、
一
つ
ず
つ

解
決
し
な
が
ら
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
で
も
で
き
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

農
家
は
、
個
別
に
販

路
を
探
し
出
す
こ
と
は
大

変
難
し
く
、
所
得
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

新
た
な
流
通
シ
ス
テ
ム
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
生
産
者
の

皆
さ
ん
の
生
き
が
い
づ
く

り
や
、
少
し
で
も
収
入
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
く
た

にぎわい創出

町
民
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
創
り
上
げ
て
い
く

駅
周
辺
整
備
と
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
か

め
に
関
係
者
な
ど
と
話
し

合
い
な
が
ら
核
と
な
る
直

売
所
へ
出
荷
で
き
る
集
荷

シ
ス
テ
ム
を
研
究
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　
「
日
本
の
棚
田
百
選
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
、
つ

く
よ
ね
棚
田
の
町
独
自
の

保
存
計
画
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

　

所
見
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
石
積
み
の

維
持
修
繕
の
大
変
さ
、
さ

ら
に
高
齢
化
に
伴
い
担
い

手
不
足
な
ど
の
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
地
元
だ
け
で

解
決
し
て
棚
田
を
保
全
し

て
い
く
に
は
少
々
難
し
く

感
じ
ま
す
。
地
元
の
皆
さ

ん
と
相
談
し
な
が
ら
保
全

計
画
の
策
定
を
検
討
し
て

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
こ
の
他
に
「
国
際
交
流

に
つ
い
て
」
質
問
し
ま
し

た
。〉

農業振興

関
係
者
と
話
し
合

い
取
り
組
み
た
い

新
た
な
流
通
シ
ス

テ
ム
が
必
要
で
は

一般質問Ｑ Ａ

山根　政彦 議員

若桜駅前
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Q　

大
雨
に
よ
る
洪
水
や

土
砂
崩
れ
、
そ
の
災
害
に

十
分
な
警
戒
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
や
県
と
ど
れ
ぐ
ら
い
の

頻
度
で
道
路
や
川
の
協
議

を
さ
れ
て
い
る
か
、
お
尋

ね
し
ま
す
。

A　
（
町
長
）
平
成
29
年

度
に
お
き
ま
し
て
は
、
千

代
川
圏
域
県
管
理
河
川
減

災
対
策
協
議
会
や
、
千
代

川
危
機
管
理
検
討
会
、
千

代
川
圏
域
水
防
連
絡
会
、

冬
期
道
路
に
お
け
る
雪
害

発
生
時
の
支
援
対
策
に
関

す
る
関
係
機
関
会
議
な
ど
、

15
回
程
度
開
催
さ
れ
、
国
、

県
、
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
状
況
の
情
報

提
供
と
情
報
共
有
、
災
害

時
に
お
い
て
各
機
関
の
連

携
が
図
ら
れ
る
よ
う
協
議

し
て
い
ま
す
。
大
規
模
災

害
は
国
を
初
め
、
県
、
近

隣
市
町
村
か
ら
の
支
援
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
国
や

県
と
の
会
議
に
引
き
続
き

参
加
し
な
が
ら
、
各
機
関

と
の
情
報
共
有
や
連
携
強

化
を
図
り
、
災
害
に
強
い

若
桜
町
を
構
築
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q　

川
の
氾
濫
や
土
砂
崩

れ
に
対
し
て
、
十
分
な
対

策
を
整
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
時

点
で
は
洪
水
や
土
砂
崩
れ

の
被
害
は
出
て
い
ま
せ
ん

が
、
調
べ
て
み
れ
ば
何
カ

所
か
あ
る
と
思
い
ま
す
。

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
を
見
つ

け
て
、
対
策
工
事
を
行
っ

て
い
く
必
要
も
あ
る
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
に
一
番
大
事
な
の

は
、
落
折
や
吉
川
な
ど
で

降
っ
た
雨
に
よ
っ
て
、
川

の
水
位
が
早
期
に
察
知
で

き
る
よ
う
把
握
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

所
見
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
国
が
管
理

し
て
い
る
、
国
道
に
つ
い

て
国
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
２
日
に
１
回
、
県
が
管

理
し
て
い
る
道
路
、
河
川
、

堤
防
に
つ
い
て
は
、
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
は
週
１
回
〜

３
回
程
度
、
河
川
パ
ト

ロ
ー
ル
は
月
１
回
行
わ
れ
、

異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

災害に強いインフラ整備

国
、
県
、
町
が
連
携
を
図
り
、
即

座
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備

川
の
水
位
を
早
期
に
察
知
し

把
握
し
て
お
く
必
要
が

君野　弘明 議員

質　問 Ａ

速
や
か
に
処
置
を
検
討
さ

れ
、
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
低
い
堤
防
に
お
い

て
は
毎
年
４
月
に
形
状
変

化
の
有
無
を
点
検
し
、
必

要
が
あ
れ
ば
修
繕
を
し
て

い
ま
す
。

　

次
に
町
が
管
理
し
て
い

る
町
道
に
つ
い
て
は
、
定

期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
は

実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
通
常
業
務
の
中
で
職

員
が
気
づ
い
た
と
き
、
ま

た
、
住
民
か
ら
の
通
報
に

よ
り
現
場
を
確
認
し
、
安

全
性
確
保
の
た
め
の
処
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

河
川
の
水
位
は
、
防
災
カ

メ
ラ
を
町
内
の
主
要
20
カ

所
に
設
置
し
、
町
長
室
や

防
災
会
議
室
で
見
る
こ
と

が
で
き
、
町
民
の
方
は
、

若
桜
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
各
家
庭
に
設
置
し
て
あ

る
告
知
端
末
機
で
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
確
認
で
き
ま
す
。

先
の
質
問
で
も
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
国
、
県
、
町

が
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
連
携
を
図
り
い
ざ
と

い
う
と
き
に
即
座
に
対
応

で
き
る
体
制
の
整
備
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

〈
こ
の
他
に
「
町
民
の
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
」
質

問
し
ま
し
た
。〉

河川災害状況
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Q　

や
っ
と
国
が
若
桜
町

の
支
援
に
追
い
つ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今

の
う
ち
か
ら
町
と
し
て
さ

ら
に
進
ん
だ
子
育
て
支
援

内
容
を
検
討
し
、
充
実
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民

の
子
育
て
に
対
す
る
安
心

定
住
意
識
が
向
上
で
き
る

環
境
の
充
足
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
所
見
を
伺

い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
子
育
て
支

援
の
充
実
は
、
重
要
な
事

項
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
検
討
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
、
多
面
的
な
意
見

を
聞
き
な
が
ら
さ
ら
な
る

施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
も
、

来
年
10
月
か
ら
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
を
段

階
的
に
実
施
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
そ
の
財
源
は
国

が
補
填
す
る
こ
と
と
な
り
、

自
治
体
が
独
自
に
負
担
し

て
い
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支

援
の
充
実
に
充
て
る
よ
う

促
す
方
針
で
す
。
子
育
て

支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子育て支援

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
子

育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

さ
ら
に
進
ん
だ
支
援
内
容
を

検
討
し
て
は

通学助成

総
合
的
な
観
点
か

ら
今
後
検
討

距
離
に
応
じ
た
定
期

券
購
入
費
を
助
成

梶原　　明 議員

一　般　Ｑ

子育て相談窓口

保
健
セ
ン
タ
ー

が
、
そ
の
機
能

を
担
っ
て
い
る

一
括
し
た
相
談

窓
口
を
設
置

通学の様子

Q　

現
在
の
助
成
額
は
通

学
距
離
に
一
切
関
係
な
く

一
律
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

通
学
距
離
に
応
じ
て
、
定

期
券
購
入
費
を
助
成
し
、

さ
ら
に
回
数
券
も
同
様
に

助
成
適
用
に
な
れ
ば
、
負

担
が
軽
減
で
き
ま
す
。
所

見
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
教
育
長
）
子
育
て

支
援
の
一
環
と
い
う
観
点

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
鉄

道
の
利
用
促
進
も
兼
ね
た

制
度
と
い
う
こ
と
で
運
用

し
て
い
ま
す
。
現
状
は
、

若
桜
駅
か
ら
郡
家
駅
ま
で

の
運
賃
に
対
し
て
の
支
援

と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
学

距
離
に
応
じ
て
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
総
合
的
な
観

点
か
ら
今
後
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

回
数
券
へ
の
助
成
適
用

は
、
現
時
点
で
は
、
助
成

対
象
と
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Q　

子
育
て
に
関
す
る
相

談
が
一
括
し
て
で
き
る
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
機

能
だ
け
で
は
な
く
、
関
係

部
署
と
連
携
し
た
ナ
ビ

ゲ
ー
ト
の
で
き
る
窓
口
の

設
置
を
検
討
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

A　
（
町
長
）
相
談
か
ら

支
援
そ
の
解
決
ま
で
を
一

つ
の
部
署
で
行
う
こ
と
は

理
想
で
は
あ
り
ま
す
が
、

現
実
的
に
は
困
難
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
相
談
内
容

に
応
じ
て
担
当
部
署
や
そ

の
他
の
支
援
機
関
に
つ
な

ぐ
窓
口
と
し
て
は
保
健
セ

ン
タ
ー
が
、
そ
の
機
能
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
母
子
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
産
み
育
て
や
す
い

よ
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
活
用
な
ど
も
踏
ま
え
、

母
子
が
望
ま
れ
る
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
、
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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Q　

移
住
相
談
会
の
ニ
ー

ズ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

A　
（
町
長
）
メ
デ
ィ
ア

の
影
響
も
あ
り
脚
光
を
浴

び
て
き
た
田
舎
移
住
生
活

で
す
が
、
本
格
思
考
の
田

舎
暮
ら
し
希
望
者
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
移
住
が
完
了

し
た
か
の
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

田
舎
に
住
ん
で
も
、
都

会
の
ア
パ
ー
ト
並
み
の
居

住
環
境
を
、
希
望
さ
れ
る

よ
う
な
相
談
者
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
相
談
者
の

事
情
に
寄
り
添
い
、
小
さ

な
町
な
ら
で
は
の
対
応
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

古
民
家
を
上
手
に
循

環
す
る
た
め
、
問
題
な
の

は
、
空
き
家
の
中
に
あ
る

家
財
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

貸
し
コ
ン
テ
ナ
で
家
財
を

預
か
り
、
古
民
家
を
貸
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
は
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
所
見
を

伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）こ
の「
家
財
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
も
空

き
家
活
用
を
妨
げ
る
要
因

と
し
て
よ
く
聞
く
言
葉
で

す
が
、
こ
れ
も
問
題
の
本

質
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
家
財
の
整
理
を

進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
現

在
の
空
き
家
改
修
の
補
助

金
も
対
象
経
費
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

空
き
家
活
用
が
進
ま
な

い
の
は
家
財
の
存
在
で
は

な
い
と
思
っ
て
お
り
、
今

の
と
こ
ろ
レ
ン
タ
ル
倉
庫

等
の
設
置
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

特定空き家

所
有
者
が
管
理

す
る
べ
き

行
政
が
か
か
わ

る
べ
き
で
は

空き家問題

活
用
が
進
ま
な
い
の
は
、
家
財

の
存
在
で
は
な
い
。

貸
し
コ
ン
テ
ナ
で
家
財
を
預

か
り
、
空
き
家
活
用
を

前住　孝行 議員

Q　

空
き
家
情
報
を
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し

て
い
る
市
町
村
に
移
住
者

が
多
い
傾
向
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
若
桜
町
も
空
き

家
バ
ン
ク
情
報
を
ネ
ッ
ト

上
で
公
開
す
る
つ
も
り
は

な
い
で
す
か
。

A　
（
町
長
）
公
開
し
て

い
る
が
た
め
に
ト
ラ
ブ
ル

と
な
っ
て
い
る
事
例
も

多
々
出
て
き
て
い
ま
す
。

Q　

今
後
、
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
特
定
空
き

家
（
危
険
空
き
家
）
に
つ

い
て
、
行
政
が
か
か
わ
る

べ
き
で
は
。
町
長
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

A　
（
町
長
）
個
人
の
財

産
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、

所
有
者
の
責
任
に
お
い
て
、

適
正
に
管
理
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

移住者を待つ空き家

一般質問Ｑ Ａ

空
き
家
の
所
有
者
の
意
向

や
、
そ
の
集
落
の
方
々
な

ど
の
御
意
見
も
あ
り
ま
す
。

対
面
に
よ
り
移
住
希
望
者

の
意
向
や
家
族
構
成
な
ど

の
聞
き
取
り
を
し
、
総
合

的
に
判
断
し
、
集
落
や
近

所
に
も
紹
介
し
な
が
ら
、

一
軒
一
軒
慎
重
に
マ
ッ
チ

ン
グ
を
進
め
て
い
ま
す
。
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議会報告会開催のお知らせ
　議会での活動内容をお知らせするとともに、住民の皆様方と情報交換をさせていただく
ため、「議会報告会」を開催します。お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。
　なお、日程を変更されたい場合は、議会事務局（ ８２－２２１２）までご連絡ください。

期　日 集落名（会場）

10 ／ 22（月）
午後7：00 ～

新町
（新町公民館）

山田町
（山田町公民館）

上町
（上町公民館）

10 ／ 23（火）
午後7：00 ～

中町
（中町公民館）

下町
（下町公民館）

西町
（西町公民館）

10 ／ 24（水）
午後7：00 ～

農人町
（農人町公民館）

三倉
（三倉公民館）

上高野
（上高野公民館）

10 ／ 25（木）
午後7：00 ～

若葉団地
（若葉団地集会所）

浅井
（浅井公民館）

高野
（老人憩いの家）

10 ／ 26（金）
午後7：00 ～

屋堂羅・口屋堂羅
（屋堂羅相撲館）

寺所・馬場
（馬場公民館）

あかまつ団地
（あかまつ団地公民館）

10 ／ 29（月）
午後7：00 ～

内町
（内町公民館）

赤松
（赤松公民館）

来見野
（来見野公民館）

10 ／ 30（火）
午後7：00 ～

諸鹿
（諸鹿公民館）

香田
（香田公民館）

長砂
（長砂公民館）

10 ／ 31（水）
午後7：00 ～

湯原
（湯原公民館）

渕見・茗荷谷
（渕見公民館）

米
（ 米公民館）

11 ／ 1（木）
午後7：00 ～

大炊
（大炊公民館）

岸野
（岸野公民館）

糸白見
（糸白見公民館）

11 ／ 2（金）
午後7：00 ～

根安
（根安公民館）

須澄
（須澄公民館）

岩屋堂
（岩屋堂公民館）

11 ／ 5（月）
午後7：00 ～

吉川
（寄来屋）

栃原
（栃原公民館）

中原
（中原公民館）

11 ／ 6（火）
午後7：00 ～

加地
（加地公民館）

大野
（大野公民館）

小船・久曽木
（小船公民館）

11 ／ 7（水）
午後7：00 ～

落折
（落折公民館）

担当議員
中尾　理明
前住　孝行
梶原　　明

山本　晴隆
小林　　誠
君野　弘明

山本　安雄
山根　政彦
青木　一憲

（注）　この日程は、都合により変更することもあります。
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議員名

質問

川
上
　
　
守

小
林
　
　
誠

中
尾

　
理
明

（
前
）上
川
裕
見
子

山
本
　
晴
隆

前
住

　
孝
行

（
前
）岡
田

　
一
弥

山
本

　
安
雄

山
根
　
政
彦

青
木
　
一
憲

平
　
均

前
年
度

1 公正性及び透明性を確保するなど、町
民に開かれた議会を目指しましたか。 2 3 3 2 3 4 4 4 3 3 3.1 3.0

2 町民の多様な意見を的確に把握し、町
政に反映させる運営に努めましたか。 3 3 3 3 4 4 3 3 4 3 3.3 3.1

3 議会内での申し合わせ事項は、不断に
見直しを行いましたか。 3 3 2 3 3 3 3 3 3 2 2.8 2.9

4 町民に対し積極的に議会の有する情報
を発信し、説明責任を果たしましたか。 3 3 3 2 3 4 4 2 3 3 3.0 2.9

5 町民の専門的又は政策的識見等を議会
の討議に反映させるよう努めましたか。 2 3 2 2 2 2 3 3 2 2 2.3 2.3

6 町民との意見交換の場を設け、町政に
反映するように努めましたか。 3 3 3 3 4 4 3 3 2 2 3.0 3.0

7
議会審議における議員と町長等執行機
関及びその職員との関係は、緊張関係
の保持に努めましたか。

3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 3.1 3.0

8
本会議における議員と町長等の質疑応
答は、広く町政上の論点及び争点を明
確にできましたか。

2 2 3 3 3 3 3 4 4 2 2.9 3.0

9 議員相互間の自由討議を中心に議論出
来ましたか。 2 2 2 2 3 2 3 4 2 2 2.4 2.7

10
議員、委員会及び町長提出議案並びに
町民の提案に関する審議の結論は、議
員相互間の議論を尽くし、合意形成に
努めましたか。

3 3 3 2 4 2 3 4 3 3 3.0 2.9

11
町政に関する重要な政策及び課題に対
しては、議会としての共通認識の醸成
を図り、合意形成を得るため、政策討
論会を開催しましたか。

1 1 1 1 1 1 3 2 1 1 1.3 1.4

12
議会は、情報技術の発達を踏まえた、
多様な広報手段を活用することにより、
多くの町民が議会と町政に関心を持つ
よう、議会広報活動に努めましたか。

3 2 3 1 3 1 3 3 3 3 2.5 2.3

13

町政の課題全般について、町民の意見
を的確に把握するとともに、自己品格
と能力を高める不断の研鑽によって、
町民の代表としてふさわしい活動をし
ましたか。

2 3 3 3 2 3 3 3 3 2 2.7 2.7

14
議会の構成員として、一部団体及び地
域代表にとらわれず、町民全体の福利
向上を目指して活動しましたか。

3 3 3 3 3 2 4 3 3 3 3.0 2.6

15 政策立案能力を高め、政策の提言、提案の拡大に努めましたか。 2 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2.8 2.7

合計（最高60点） 37 40 40 36 44 41 48 48 42 36 41.2
前年度 36 45 44 33 44 41 43 44 42 33 40.5

評価点（最高5.00点） 2.47 2.67 2.67 2.40 2.93 2.73 3.20 3.20 2.80 2.40 2.75
前年度 2.40 3.00 2.93 2.20 2.93 2.73 2.87 2.93 2.80 2.20 2.70

・アンケート結果

成果があった・・・４　少し成果があった・・・３　あまり成果がなかった・・・２　成果がまったくなかった・・・１

若桜町議会基本条例第17条に基づく平成29年
度議会活動、議員活動の検証

わかさ議会だより　No164　平成30年８月

12



議会基本条例に基づく議員検証

　例年は、年度末でのアンケートによる結果（右表）をもとに、検証を行っていましたが、平成
29年度は２月に選挙があったため、年度末を待たずに検証を行いました。

アンケート結果の総評
　今年の平均点は、４点満点のうち2.75点で、昨年より0.05点上がりました。
　特に質問２の「町民の多様な意見を的確に把握し、町政に反映させること」について0.2点上がっ
ており、議会報告会の浸透や、住民からの意見収集が出来てきたと考えられます。また、質問9の「議
員相互間の自由討議」については0.3点下がっており、半数以上の議員があまり成果がなかったと
答えています。これは議論の時間が少なかったからなのか、本音で話せなかったからなのか定か
ではありませんが、議員全員が議論しようとする姿勢が必要と感じます。次に、質問12の「議会
と町政に関心を持つように議会広報に努めたか」について、少し成果があったと考える議員が多く、
広報紙等の関わりの中で成果を感じたものと考えます。また、質問14の「町民の福利向上を目指
したか」については、ほとんどの議員が少し成果があったと答えており、これも議会報告会の浸
透によるものと考えます。他の質問については、ほぼ同じ評価をしており、平成29年度は今期最
後の年と考え厳しく評価したと考えます。
　これからも、住民の意見を把握する手段として議会報告会を継続し、住民が集まりやすい環境
づくりを考える必要があります。

議員の思い（総括）
■議会活動について
○議員間の協議において、冷静な議論、熟議が必要で、しっかりと相手の話を聞くべきです。議
会としての威厳が薄れています。
○お互いの常任委員会を傍聴し合うことも必要です。
○町民に議会の活動が伝わっていません。広報だけでなく、他の媒体を使って周知することも必
要です。

■議員活動について
○住民の意見をしっかり聞き、実現に向けて行動することが必要です。
○研修費がついたことにより、議員個々の研修ができるようになりました。自分の思いをさらに
深めたいと考えます。

■日ごろ感じていること
○若桜町議会議員政治倫理をしっかり理解し、議員として恥ずかしくない言動、行動に努めるこ
とが必要です。

総評：議長　川上　守
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議
会
だ
よ
り
も
、
今
期
二
回

目
の
編
集
と
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
編
集
委
員
は
、

議
会
の
活
動
を
発
信
す
る
こ
と

で
、「
見
た
い
」「
読
み
た
い
」「
聞

き
た
い
」
を
念
頭
に
鋭
意
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
意
見
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
記　

君
野　

弘
明
）

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

梶
原　
　

明

　

副
委
員
長　

君
野　

弘
明

　

委　
　

員　

山
本　

安
雄

　

委　
　

員　

青
木　

一
憲

議　
　
　

長　

川
上　
　

守

集落が淋れる

このコーナーでは、町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。

武田　修さん
（湯　原）
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編集・議会だより調査特別委員会　　印刷・中央印刷株式会社

　若桜町の人口が一番多かった年は、昭和35年10月の国勢調査
で9,616人でした。それから55年が過ぎて平成27年の調査では、
3,272人となり、その差は6,344人で1年間に平均して115人
づつ減少した結果になっています。
　これも大きな社会経済の流れによって、山村から都市に若い人
達が流れた結果ですので、町村の施策によって止めることができ
ない過疎現象であります。
　私が住む湯原集落でも昭和の始めには20戸の集落でしたが、現
在は14戸になっています。問題はこれからです。現在の高齢化率
は約73％が70歳以上で、あと10数年も過ぎると超高齢者の集落
となり、残るのは数戸の淋しい集落になってしまうのではないで
しょうか。
　現在、都市部に転出した若い世代の人たちはすでに生活の基盤
が定着しており、帰郷して生家の跡を継ぐことは殆んど考えられ
ません。残念ですが、山家にも空き家が増えて行くことが想像さ
れます。
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